
第７回 医療MSDs懇話会

医療従事者の負担を“見える化”する
非接触センシング技術

非接触での姿勢推定・バイタルセンシングの
基礎原理をわかりやすく解説いただき、
MSDs研究への応用可能性を議論します。
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18:00-19:20 (zoom開催)

鎌倉快之 先生（大阪工業大学 教授）

身体動作を可視化する
- カメラによる非接触姿勢推定の応用可能性 -

大岩孝輔 先生（長岡技術科学大学 准教授）

非接触バイタルセンシングによるストレス評価 
- 医療現場への応用をめざして -

事務局：日本人間工学会 医療労働関連MSDs研究部会

詳細・申込は
こちら↓
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